
 

 

 

 

 

 

 

 

「from NOW ON KANSAI」印刷用データ作成等 

業務に係る仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年２月 

関西広域連合広域産業振興局



1 

 

１ 目的 

関西広域連合域内の企業や大学、団体における多様なビジネス関連のニュースや好事

例について、情報を収集・発信することにより、域内企業が抱える課題の解決に資する

ことを目的として、情報紙「from NOW ON KANSAI」を作成する。 

 

２ 業務期間 

契約締結日から令和８年３月３１日まで 

 

３ 納品場所 

大阪市住之江区南港北１－１４－１６ 大阪府咲洲庁舎２５階 

関西広域連合広域産業振興局産業振興企画課 

 

４ 業務の概要 

関西広域連合広域産業振興局（以下「発注者」という。）が発行する「from NOW ON 

KANSAI」に関する印刷用データ作成等。 

(1)業務内容 

ア 取材・写真撮影 

発注者が指定する関西広域連合域内（※）の企業等４者（予定）を、発注者同席

のもと、現地訪問して取材及び写真撮影をする。場合によっては、発注者からの指

示によりオンライン取材に変更することがある。取材の前には発注者と受注者で打

合せを行う（オンライン可）。また、最大2回程度大阪・関西万博会場内での取材の

可能性がある。その際受注者の会場入場料は受注者負担とする。 

   （※）滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、鳥取県、徳島県 

イ 記事作成 

取材内容を元に記事を作成する。発注者が設定したテーマに沿って取材した内容

が適切に反映されているか、文章の構成に違和感がないか、誤字脱字がないか等、

受注者にて複数のスタッフで確認を行う。 

ウ 紙面の企画・データ作成 

紙面には必要に応じ、記事の内容にあわせた写真、イラスト、図表等を配置する。 

なお、過去の紙面データ（Adobe Illustrator）は発注者が提供するので、ロゴ 

などの紙面デザインは原則変更しないこと。 

 

 (2) 作成するデータの規格等 

  ア 大きさ    （印刷用）Ｂ３見開き（媒体サイズＢ４ 257mm×364mm） 

           （WEB用）Ａ４片ページ 

  イ 頁数      ４頁 

  ウ 色      フルカラー 
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  エ 校正作業    ３回 

 (3) 発行回数 

４回（第18号から第21号） 

 

 (4) 成果品 

ア 納品期限 

第18号：令和７年５月30日（予定） 

第19号：令和７年７月31日（予定） 

第20号：令和７年９月30日（予定） 

第21号：令和７年11月28日（予定） 

（参考：紙面作成スケジュール） 

 納品日から 

取材 4週間前 

初校提出 3週間前 

校正（3校まで） 1日前まで 

ただし、納品期限や紙面作成スケジュールは協議のうえ変更することがある。 

イ 納品方法 

    受注者が指定した方法（ファイル送受信サービス等）により紙面の電子ファイル

（PDFデータ及び Adobe Illustrator＜アウトライン化前、アウトライン化後どち

らも＞）を納品すること。 

 

５ 業務完了の報告 

(1) 受託者は、事業終了時速やかに事業全体を通じた取組内容・結果・成果等を発注者

へ報告すること。 

(2) 発注者は必要に応じて、業務内容等について臨時に報告を求めることがあるため、

これに協力すること。 

 

６ その他 

(1) 受託者は、この業務を実施するに当たり関係法令を遵守するとともに、この仕様に

基づき常に発注者と連絡を取り、業務期間内に業務を完了すること。 

(2) 受託者は、この業務で知り得たいかなる情報も第三者へ漏らしてはならない。この

業務の完了後についても同様とする。 

(3) 受託者は、紙面案の作成にあたっては、知的財産権（著作権、肖像権、商標権等）

を侵す恐れがないよう留意すること。 

(4) この業務に関する打ち合わせや取材等の経費及びその他この業務に付随する必要な

経費は、すべて受託者の負担とする。 
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(5) 受託者は、発注者が業務の途中経過の報告を求めたときは、これに応じること。 

(6) 個人情報を取り扱うときは、関西広域連合の「個人情報取扱業務委託契約特記事

項」を遵守すること。 

(7) 本件業務の成果物及び本件業務を実施する過程で作成したすべての原稿及び写真、

データ等の著作権（著作権法第 21条及び第 28条に定める権利を含む）、成果、その

他の権利については、契約の目的の範囲内であるかどうかを問わず原則として全て発

注者に帰属するものとし、発注者の広報などにおいて自由に使用できるものとする。

また、受託者は著作者人格権を行使しないものとする。 

(8) この仕様書に定めのない事項又は業務内容等に疑義が生じたときは、受託者と発注

者が協議の上、決定する。 

(9) その他詳細については、発注者と本事業の委託契約を締結する際に別途協議する。 


